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第３次行橋市男女共同参画プラン（後期計画）に係る進捗状況の報告に 

関する意見書の提出について 

 

行橋市男女共同参画を推進する条例第２８条第２項の規定に基づき、令和３

年９月２２日付３行総政第６４２号により諮問を受けた第３次行橋市男女共同

参画プラン（後期計画）に係る令和２年度の進捗状況に関し審議いたしました

ので、本書のとおり意見書を提出いたします。 

 

記 

 

 第３次行橋市男女共同参画プラン（後期計画）は、令和２年度より計画期間を

５年間とし、事業に取り組んでいただいておりますが、事業実施の評価方法及び

今後の事業実施の可否について一部曖昧な箇所があるため、事業を実施されるの

であれば、具体的な活動に落とし込む必要があり、コロナ禍等の状況の変化で計

画が成り立たない場合は、計画の見直しを行うことが求められると考えます。 

 男女共同参画に関する本市の事業内容について、市民への周知不足が否めない

ため、今まで以上に各世代に応じた広報活動に力を入れて取り組んでいただくこ

とを要望いたします。 

今回の評価結果を踏まえ、評価の低かった【基本目標Ⅱ だれもが平等に参画参

画できるまちづくり】「基本的方向②：政策方針決定過程への女性参画の拡充」、

及び【基本目標Ⅲ 互いに自立し支えあう社会づくり】「基本的方向①：ワーク・

ライフ・バランスのとれる体制づくり」に対する施策に、今後積極的に取り組ん

でいただくことを期待します。 

 なお、今後の次期計画策定時においては、使用する言葉や文章の表現につい

て、より注視し策定される必要があると考えます。また、複数の関係課が関わ

る事業の目標を設定する際は、情報交換等を密に実施していただくよう要望い

たします。 

 

 

 

  


